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今年度の八丈支庁管内事業について 

平成19年度の八丈支庁管内の主な工事事業箇所は、

図のとおりです。 

なお、関係機関代表者への事業説明会を、八丈町は

5月 18日(金)、青ヶ島村は 5月 24日(木)に開催を予

定しています。 

平成19年度 八丈支庁事業箇所図 

神湊漁港 
 (1)防波堤ケーソン製作 
 (1)防波堤(改良)建設工事 
 航路しゅんせつ 等 

神湊(底土)港 
 防波堤(北)建設工事 
 泊地しゅんせつ及び岸壁補修 等 

八重根港 
 護岸(防波)及び 
用地造成工事 
 岸壁補修工事 等 

洞輪沢漁港 
 (4)防波堤建設工事 
 排水溝改修 等 

道路改修工事 
(八-馬路の3) 

道路改修工事 
(八-三根3の2) 

三原林道舗装工事 

道路災害防除工事 
(八の3) 

街路築造工事 
(19八-4の8) 

小骨ヶ洞砂防工事 
(その7) 

八丈島空港 
 場周柵補修工事 
 構内道路補修その他工事 
 進入路指示灯改修工事 等 

歩道設置工事 
(19八-1) 

路面補修工事 
(八の4) 

路面補修工事(八の5) 

街路築造工事 
(19八-3の31) 

こん沢林道 
改良工事 

洞輪沢海岸整備工事 
(その9) 

三原川流路整備工事 
(その１) 

歩道設置工事 
(19八-2) 

道路災害防除工事 
(八の1) 

路面補修工事(八の１) 

大千代復旧治山工事 

青ヶ島(三宝)港 
護岸(防波)建設工事 
道路擁壁設置・資機材置場設置 等 
 

道路改修工事 
(八-青の94) 

道路改修工事 
(八-樫立３の1) 

洞輪沢復旧治山工事 

三原林道改良工事 

青宝トンネル照明改修工事 

樫立保安林 
改良事業 

路面補修工事 
(八の3) 

擁壁補修工事(八の1) 

道路改修工事(八-抜舟の2) 

街灯改修工事(八の1) 

八重根漁港 
 (1)防波堤建設工事 
 船揚場擁壁改良工事 等 

街路築造工事 
(19八-4の9) 

街路築造工事 
(19八-4の10) 

ビジターセンター 
屋根改修工事 

道路災害防除工事 
(八の2) 

横間橋補修工事 

路面補修工事 
(八の 2) 
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飛躍継続 プラス1万人 ２００７

　
ト
ビ
モ
ン
オ
オ
エ
ダ
シ
ャ
ク
は
、
蛾

の
仲
間
で
、
４
月
頃
か
ら
発
生
す
る
幼

虫
は
枝
の
よ
う
に
見
え
る
た
め
、
一
見

す
る
と
ど
こ
に
い
る
の
か
わ
か
り
に
く

い
害
虫
で
す
。

 

ス
ダ
ジ
イ
な
ど
の
樹
木
や
ロ
ベ
な
ど

の
観
葉
植
物
を
食
害
し
、
農
業
生
産
に

深
刻
な
被
害
を
及
ぼ
す
た
め
、
支
庁
で

は
、
島
し
ょ
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー

八
丈
島
事
業
所
と
連
携
し
、
毎
年
２
月

か
ら
４
月
に
か
け
て
成
虫
の
発
生
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

調
査
方
法
は
、
誘
蛾
灯
と
捕
虫
網
を

わ
な

組
み
合
わ
せ
た
罠
を
中
之
郷
地
区
と
大

賀
郷
地
区
に

１
カ
所
ず
つ

設
置
し
、
捕

虫
数
を
カ
ウ

ン
ト
し
て
い

ま
す
。

　
今
年
は
、

例
年
に
比
べ

成
虫
の
発
生

数
は
非
常
に

少
な
い
値
で

推
移
し
て
い

ま
す
。
そ
の

た
め
、
幼
虫

八
丈
島
空
港
駐
車
場
及
び

 
 
 
 
 
 

道
路
の
利
用
に
つ
い
て

ト
ビ
モ
ン
オ
オ
エ
ダ
シ
ャ
ク
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
発
生
調
査

トビモンオオエダシャク成虫の発生推移

0

500

1000

1500

2000

2500

2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年

中之郷

大賀郷

合計

５
月
は
自
動
車
税
の
納
期
で
す

の
発
生
量
も
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
と
予

想
さ
れ
ま
す
が
、
幼
虫
の
発
生
が
見
ら

れ
た
ら
、
発
生
初
期
の
う
ち
に
、
適
切

な
防
除
（
バ
シ
レ
ッ
ク
ス
水
和
剤
５
０

０
〜
１
０
０
０
倍
希
釈
を
散
布
）
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
産
業
課
農
務
係
　
℡
２
―
１
１
１
３

　
日
頃
、
空
港
を
ご
利

用
い
た
だ
き
ま
し
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
こ
れ
か
ら
の
時
期
、

旅
行
や
帰
省
で
八
丈
島

を
訪
れ
る
方
が
増
え
て

い
き
ま
す
。
こ
れ
に
伴

い
、
空
港
の
駐
車
場

も
、
出
迎
え
や
見
送
り

の
自
動
車
で
混
雑
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。

　
例
年
、
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
イ
ー
ク
や
夏
季
シ
ー

ズ
ン
、
年
末
年
始
な
ど

は
、
駐
車
場
が
満
杯
に
な
り
、
駐
車
場
の

　
自
動
車
税
は
、
５

月
31

日
が
納
期
限

で
、
５
月
初
旬
に
納

税
通
知
書
が
郵
送
さ

れ
ま
す
。
銀
行
や
郵

便
局
、
支
庁
の
他
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
等
を
利

用
し
て
納
税
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

納
期
限
ま
で
の
納
税
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
転
居
等
に
よ
り
住
所
を
変
更

し
た
場
合
は
、
住
民
票
の
転
居
手
続
き

と
は
別
に
、
車
検
証
の
変
更
手
続
き
が

必
要
で
す
。
車
検
証
の
登
録
変
更
を
し

て
い
な
い
と
、
納
税
通
知
書
等
が
５
月

中
に
届
か
な
い
こ
と
が
あ
る
た
め
、
車

検
の
更
新
を
速
や
か
に
で
き
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
５
月
中
に
納
税
通
知
書

が
届
か
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
必
ず
八

丈
支
庁
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
自
動
車
税
は
、
毎
年
４

月
１
日
時
点
で
、
車
検
が
有
効
な
自
動

車
を
所
有
し
て
い
る
方
（
自
動
車
検
査

証
に
所
有
者
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る

方
）
に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。
３
月
31

日
以
前
に
自
動
車
の
売
買
や
譲
渡
又
は

廃
車
を
依
頼
し
て
い
て
も
、
車
検
証
の

登
録
上
で
名
義
変
更
や
廃
車
に
な
っ
て

い
な
け
れ
ば
、
引
き
続
き
課
税
さ
れ
ま

す
。
こ
の
場
合
に
も
、
納
期
限
ま
で
の
納

税
が
必
要
で
す
。

　
総
務
課
税
務
係
　
℡
２
―
１
１
１
１

中
の
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
上
に
ま
で
駐
車
す

る
車
が
出
て
し
ま
い
ま
す
。
空
港
駐
車
場

の
混
雑
緩
和
の
た
め
、
次
の
点
に
つ
い
て

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
前
の
道
路
は
全
面
駐

車
禁
止
で
す
。
出
迎
え
の
自
動
車
は
、
「
出

迎
え
専
用
待
機
場
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
見
送
り
の
自
動
車
は
、
お
客
様
が
下

車
し
た
後
、
速
や
か
に
一
般
駐
車
場
へ
移

動
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
出
迎
え
専
用
待

機
場
は
、
出
迎
え
時
以
外
の
ご
利
用
を
ご

遠
慮
願
い
ま
す
。

　
②
空
港
駐
車
場
は
、
長
期
駐
車
を
禁
止

し
て
い
ま
す
。
他
の
利
用
者
の

妨
げ
に
も
な
り
ま
す
の
で
ご
遠

慮
願
い
ま
す
。
送
迎
や
旅
行
の

際
は
、
で
き
る
限
り
自
動
車
の

乗
り
合
わ
せ
や
タ
ク
シ
ー
利
用

な
ど
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

③
最
近
、
駐
車
中
の
車
両
を

狙
っ
た
犯
罪
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
駐
車
場
で
の
駐
車
は
、
た
と

え
短
時
間
で
あ
っ
て
も
必
ず
ド

ア
ロ
ッ
ク
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
自
動
車
等
で
空
港
道

路
の
ト
ン
ネ
ル
を
通
行
す
る
と

き
は
、
交
通
安
全
の
た
め
ラ
イ

ト
を
点
灯
す
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　
八
丈
島
空
港
管
理
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
℡
２
―
０
１
６
３
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★
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
「
八
高
生
」

　
全
日
制
81
名
、
定
時
制
４
名
の
合
計

85
名
が
、
３
月
、
八
丈
高
校
を
卒
業
し

ま
し
た
。

　
卒
業
生
の
就
職
率
は
、
今
年
も
ほ
ぼ

１
０
０
％
で
す
。
全
国
平
均
が
約
88
％

（
１
月
末
時
点
の
内
定
率
）
な
の
で
、
景

気
が
回
復
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
考
慮
し

て
も
、
大
変
良
い
結
果
で
し
た
。

　
大
学
受
験
の
状
況
は
、
昨
年
に
引
き

続
き
早
稲
田
大
学
１
名
、
同
じ
く
首
都

大
学
東
京
１
名
、
東
京
理
科
大
学
５

名
、
明
治
大
学
２
名
、
学
習
院
大
学
１

名
、
立
教
大
学
１
名
、
中
央
大
学
１
名
、

都
留
文
科
大
学
１
名
、
筑
波
大
学
１

名
、
日
本
女
子
大
学
１
名
、
茨
城
大
学

１
名
、
日
本
大
学
１
名
、
東
洋
大
学
２

名
、
日
本
女
子
体
育
大
学
１
名
、
青
山

学
院
女
子
短
期
大
学
１
名
、
東
京
経
済

大
学
そ
の
他
の
大
学
に
現
役
で
合
格
し

ま
し
た
（
数
字
は
複
数
校
合
格
に
よ
る

入
学
辞
退
者
を
含
み
ま
す
）
。

　
ま
た
、
保
育
士
や
栄
養
士
な
ど
具
体

的
な
将
来
の
夢
に
向
か
っ
て
、
専
門
学

校
に
進
学
し
た
卒
業
生
も
多
く
い
ま

す
。

　
八
丈
高
校
で
は
、
１
年
生
の
時
か
ら

計
画
的
に
進
路
指
導
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
さ
ら
に
、
卒
業
就
職
後
も
定
着
指
導

を
行
っ
て
お
り
、
一
昨
年
度
の
卒
業
生

は
就
職
し
た
職
場
を
ほ
と
ん
ど
辞
め
て

い
な
い
な
ど
、
定
着
率
が
非
常
に
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
八
丈
高
校
は
、
こ
れ
か
ら
も
生
徒
の

希
望
や
頑
張
り
に
応
え
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
八
丈
高
校
経
営
企
画
室
　

　
　
　
　
　
　
℡
２
―
１
１
８
１

　
焼
酎
ブ
ー
ム
の
お
か
げ
で
幻
の
酒
と

な
っ
て
い
る
青
ヶ
島
村
特
産
「
青
酎
」
の

製
造
所
が
、
19
年
度
に
農
林
水
産
省
の

「
元
気
な
地
域
づ
く
り
交
付
金
」
を
活
用

し
た
東
京
都
の
補
助
事
業
で
新
設
さ
れ

ま
す
。

　
青
酎
は
、
現
在
「
青
ヶ
島
酒
造
合
資

会
社
」
に
所
属
す
る
10
人
の
生
産
者
に

よ
り
、
原
材
料
や
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
、
麹

の
種
類
な
ど
の
違
い
に
よ
り
５
種
類
の

銘
柄
が
製
造
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
最

近
で
は
原
材
料
の
サ
ツ
マ
イ
モ
や
麹
を

島
内
の
も
の
に
限
定
し
た
新
銘
柄
「
伝

承
」
の
製
造
な
ど
、
新
た
な
試
み
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
現
状
の
施
設
は
老
朽
化
が

著
し
く
、
ま

た

需

要

に

見

合

っ

た

青

酎

の

仕

込

み

が

で

き

な

い

こ

と

か

ら

、

青

ヶ

島

村

で

は

合

資

会
社
の
組
合
員
と
協
議
を
重
ね
、
新
た

な
場
所
に
補
助
事
業
を
活
用
し
て
製
造

所
を
建
て
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
　

　
ま
た
、
同
補

助
事
業
の
３
カ

年
計
画
で
は
、

20
年
度
に
は
慢

性
的
に
渇
水
状

態
が
続
い
て
い

る
農
業
用
水
を

確
保
す
る
た
め

の
貯
水
池
、
21

年
度
に
は
製
塩
施
設
の
増
設
が
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。

八

丈

支

庁

で

は
、
地
域
特
産

物
の
製
造
や
農

産
物
の
安
定
生

産
な
ど
の
た
め

の
諸
施
設
の
整

備
を
図
り
、
こ

れ
か
ら
も
青
ヶ
島
村
の
元
気
な
地
域
づ

く
り
を
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
産
業
課
農
務
係
　
℡
２
―
１
１
１
３

こ
ん
に
ち
は
、
八
高
で
す

 

元
気
な
青
ヶ
島
づ
く
り
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

応
援
し
ま
す
!!

「青酎」製造所

地熱を利用した「ひんぎゃの塩」

農業用貯水池

平成１９年度東京都職員採用試験案内

試験(選考) 試験案内 申込受付 第 １ 次 第 １ 次 第 ２ 次 第 ３ 次
の　種　類 発 表 日期    間試 験 日 試験会場 試 験 日試 験 日

6月19日
～ 9月16日 都内の大学

8月21日
都内の大学 10月24日
島しょ会場 ～26日

10月14日 11月15日

問い合わせ先：東京都人事委員会事務局(電話)03-5320-6952～4http://www.saiyou.metro.tokyo.jp/

受験資格(年齢は平成19年
4月1日現在)

20～25歳で、職種によって
は資格・免許が必要

18～21歳の人

18～27歳で、身体障害者手
帳の交付を受けている人

8月17日
～

9月19日

6月19日

Ⅱ　　　類

Ⅲ　　　類

身体障害者
選考(Ⅲ類)

9月16日

※Ⅱ類は専門職種のみ（事務、技術は廃止されました）

※専門人材〈主任〉（29～37歳で民間企業等の職務経験が７年以上ある人）については、今後発表されます。

東京都庁舎
な      ど

10月24日
～26日

6月19日

8月17日

6月19日～
8月17日
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中
小
企
業
に
対
す
る
円
滑
な
資
金
供

給
の
維
持
拡
大
を
図
る
た
め
、
19
年
度

は
、
新
た
な
融
資
の
創
設
や
メ
ニ
ュ
ー

の
充
実
な
ど
、
次
の
と
お
り
制
度
を
改

正
し
ま
し
た
。

(1)
メ
ニ
ュ
ー
の
再
編

　
　
制
度
融
資
を
、
よ
り
利
用
し
や
す

　
く
、
わ
か
り
や
す
い
も
の
と
す
る
た

　
め
、
現
行
の
15
あ
る
都
制
度
メ
ニ
ュ

　
ー
を
９
の
構
成
と
し
ま
し
た
。

(2)
小
口
資
金
融
資

 
 

（
略
称
名:

小
口)

の
創
設

　
　
中
小
企
業
者
の
経
営
力
向
上
を
支

　
援
す
る
た
め
、
新
た
な
小
口
融
資
メ

　
ニ
ュ
ー
を
創
設
し
ま
し
た
。

　
　
商
工
会
の
経
営
指
導
を
受
け
た
こ

　
と
で
金
利
が
優
遇
さ
れ
る
特
例
が
あ

　
り
ま
す
。

(3)
産
業
力
強
化
融
資

　 
(

略
名
称:

チ
ャ
レ
ン
ジ)

の
充
実

　
①｢

中
小
企
業
の
も
の
づ
く
り
基
盤

　
技
術
の
高
度
化
に
関
す
る
法
律｣

に

　
基
づ
く
認
定
・
承
認
を
受
け
た
事
業

　
及
び
重
点
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

　
を
追
加
し
ま
し
た
。

　
②
事
業
継
承
や
事
業
多
角
化
に
ま
で

　
対
象
を
拡
大
し
ま
し
た
。

(4)
信
用
保
証
料
補
助
の
充
実
及
び
利
子

　
東
京
都
中
小
企
業

　
　
　
制
度
融
資
の
改
正
等

補
給
制
度
の
導
入

　
経
営
支
援
融
資
「
認
定
書
不
要
型
」
に

お
い
て
、
新
た
に
東
京
都
が
保
証
料
補

助
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
復
旧
資
金
融
資
の
制
度

対
象
外(

全
部
保
証)

の
金
利
差
分
に
対

し
て
、
新
た
に
東
京
都
が
利
子
補
給
を

実
施
し
ま
す
。

(5)
そ
の
他

　
ア
ス
ベ
ス
ト(

石
綿)

除
去
対
策
に
つ

い
て
は
、
経
営
支
援
融
資
「
認
定
書
不

要
型
」
の
融
資
対
象
の
指
定
を
継
続
し

て
実
施
し
ま
す
。

　
産
業
課
商
工
係
　
℡
２
―
１
１
１
３

　
大
賀
郷
園
地
の
芝
生
広
場
か
ら
そ
び

え
立
つ
高
台
に
（
公
園
正
門
の
下
）
四
季

の
丘
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
島
の
代
表
的
な
花
で
あ
る
ス
ト
レ
チ

ア
な
ど
が
咲
く
な
か
を
歩
い
て
、
園
地

の
芝
生
広

場
を
見
渡

せ
ば
気
分

そ
う

か
い

爽

快

で

す
。

 

ま
た
、
植

物
公
園
の

南
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
に

ス
ロ
ー
プ

を
整
備
し

ま
し
た
。

ス
ロ
ー
プ
を
上
が
れ
ば
児
童
遊
園
・

キ
ョ
ン
舎
が
目
の
前
で
す
。

　
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

土
木
課
工
事
第
二
係
℡
２-

１
１
１
４

○
四
季
の
丘
と
南
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

　
長
い
間
、
雨
風
に
さ
ら
さ
れ
て
風
化

し
て
し
ま
っ
た
湯
浜
遺
跡
の
解
説
板
を
、

新
し
く
取
り
替
え
ま
し
た
。
説
明
文
も

見
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
土
器
や
石

器
を
使
っ
て

い
た
時
代
の

人
た
ち
の
暮

ら
し
が
、
空
想

で
き
る
よ
う

な
景
色
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
訪

れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
　

　 
 
 教

育
庁
八
丈
出
張
所
　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

℡
２
―
０
７
４
２

東
京
都
指
定
文
化
財
「
湯
浜
遺
跡
」
の

 
 
 
 解

説
板
が
新
し
く
な
り
ま
し
た

新しい解説板

　
港
湾
・
漁
港
施
設
で
の
事
故
防
止
の
た

め
、
次
の
事
項
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
岸
壁
等
の
港
湾
・
漁
港
施
設
は
、
原
則
と

し
て
、
関
係
者
以
外
は
立
入
禁
止
に
な
っ
て

い
ま
す
。
特
に
波
が
高
い
と
き
は
、
転
倒
・

転
落
事
故
の
恐
れ
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
接

岸
中
の
船
舶
の
作
業
区
域
内
で
、
ロ
ー
プ
の

破
断
や
運
搬
車
両
等
と
の
接
触
事
故
な
ど
が

発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り
大
変
危
険
で
す
。
決

し
て
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

②
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
の
製
作
工
事
現
場

は
、
建
設
機
械
等
と
の
接
触
の
恐
れ
が
あ
り

大
変
危
険
で
す
。
定
期
船
等
を
利
用
す
る
際

は
、
係
員
や
警
察
官
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ

さ
い
。

　
皆
様
の
御
理
解
・
御
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
　
八
丈
支
庁
港
湾
課
管
理
係
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港
湾
・
漁
港
施
設

 
 
 
 
 
 
 
 

利
用
時
の
お
願
い

　
大
賀
郷
園
地
の
ト
イ
レ
・

休
憩
舎
で
、
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
と
思
わ
れ
る
白
い

物
が
投
げ
つ
け
ら
れ
て
汚
さ

れ
る
い
た
ず
ら
、
非
常
ベ
ル

○
園
地
の
利
用
に
つ
い
て

園地の休憩舎

や
雨
樋
が
壊
さ
れ
る
こ
と
が
起

き
て
い
ま
す
。
大
変
残
念
な
こ
と

で
す
。
み
な
さ
ん
で
利
用
す
る
施

設
で
す
の
で
、
大
切
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

 
 

　 

土
木
課
管
理
係
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